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マ
ル
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者
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橋
清
徳
訳

『
比
較
史
の
方
法
』

　
本
書
は
、
冨
貧
o
b
d
δ
o
戸
㌔
9
ミ
§
罵
ミ
無
ミ
越

§
ミ
博
ミ
讐
§
勧
魯
ら
§
恥
肉
ミ
。
意
馬
§
塁
の
全

訳
と
、
訳
者
に
よ
る
「
解
説
」
と
か
ら
成
っ
て
い

る
が
、
後
者
の
内
容
は
「
解
説
」
の
域
を
越
え
て

「
比
較
」
の
方
法
に
、
立
ち
入
っ
た
方
法
論
的
分

析
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
本
書
の
構
成
上

の
特
徴
は
、
M
・
プ
ロ
ヅ
ク
の
論
旨
を
際
立
た
せ

る
ば
か
り
で
は
な
く
、
比
較
の
方
法
的
及
び
方
法

論
的
意
味
を
読
者
自
身
の
方
法
及
び
方
法
論
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
返
す
よ
う
促
し
て
い
る
。

　
M
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
比
較
史
の
方
法
」
は
一
九

二
八
年
八
月
ナ
ス
ロ
で
の
国
際
歴
史
学
会
（
中
世

史
部
会
）
で
行
な
わ
れ
た
報
告
が
も
と
に
な
っ
て

い
る
。
題
名
に
つ
い
て
言
え
ば
、
　
「
歴
史
に
お
け

る
比
較
の
方
法
」
と
し
た
方
が
良
か
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
一
般
に
「
比
較
史
」
と
書
え
ば
、
そ
の
方

法
論
的
基
盤
の
曖
昧
さ
も
手
伝
っ
て
「
類
似
点
の

探
索
以
外
に
目
的
を
持
っ
て
い
な
い
も
の
」
、
更

に
は
「
相
異
な
る
発
展
を
示
す
も
の
の
間
に
、
必

要
と
あ
ら
ば
何
や
分
ら
ぬ
が
必
要
な
対
応
関
係
を

恣
意
的
に
仮
定
す
る
事
に
よ
っ
て
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を

発
明
す
る
」
も
の
だ
と
し
ば
し
ば
誤
解
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
よ
う
な
不
当
な
誤
解
を
免
れ
た
場
合
に

も
、
個
別
的
な
実
証
に
従
事
す
る
歴
史
研
究
者
に

は
、
　
「
比
較
史
は
当
意
自
分
の
研
究
と
は
関
係
が

薄
い
」
と
思
わ
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
勿
論

M
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
言
う
「
比
較
」
は
そ
う
言
っ
た

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
　
「
取
扱
い
が
容
易
で
、

か
つ
積
極
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り
、

日
常
に
使
用
で
き
る
技
術
的
道
具
」
で
、
　
「
こ
の

方
法
の
一
般
化
と
完
成
は
、
今
日
歴
史
研
究
に
課

せ
ら
れ
て
い
る
最
も
緊
急
の
必
要
事
の
一
つ
」
な

の
で
あ
る
。

　
本
論
文
で
は
随
所
に
個
別
的
事
例
を
折
り
込
み

な
が
ら
、
こ
の
技
術
的
道
具
と
し
て
の
比
較
の
有

用
性
が
主
張
さ
れ
る
。
本
文
に
沿
っ
て
比
較
の
有

用
性
を
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
一
、
歴
史
的
事
実
の
発
見
。
歴
史
的
事
実
は
発

見
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
史
料
は
証
人
で
あ
り
、

質
問
を
し
な
け
れ
ば
ほ
と
ん
ど
何
も
語
っ
て
く
れ

な
い
。
比
較
の
方
法
は
、
そ
の
質
問
項
目
の
作
成

に
役
立
つ
。

　
二
、
影
響
関
係
の
認
識
。
相
互
に
異
な
る
が
隣

接
し
て
い
る
諸
社
会
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
諸
事
実

に
対
し
て
注
意
深
く
比
較
の
操
作
が
加
え
ら
れ
る

と
、
隣
接
す
る
諸
社
会
の
一
方
が
他
方
に
与
え
た

影
響
関
係
を
認
識
で
き
る
。

　
三
、
地
方
的
偽
原
因
の
排
除
。
比
較
は
歴
史
家

を
真
の
原
因
の
発
見
に
通
ず
る
道
に
導
く
。
一
般

的
現
象
は
一
般
的
原
因
を
持
っ
て
い
る
に
違
い
な

い
の
だ
が
、
地
方
の
個
別
研
究
に
従
事
す
る
研
究

者
は
、
当
該
地
方
に
の
み
存
在
す
る
純
粋
に
地
方

的
な
偽
要
因
を
真
の
原
因
と
す
る
誤
り
を
犯
し
が

ち
で
あ
る
。
比
較
は
地
方
的
偽
原
因
を
排
除
し
、

歴
史
家
を
袋
小
路
か
ら
救
い
出
す
。

　
四
、
相
異
点
の
認
識
。
比
較
の
方
法
は
相
異
点

の
認
識
に
は
特
に
積
極
的
な
関
心
を
寄
せ
る
も
の

で
あ
っ
て
、
類
似
点
の
無
理
な
探
索
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
比
較
す
る

事
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
対
象
が
何
ら
か
の
明
確
な

特
徴
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
事
が
確
認
さ
れ
る
。

　
五
、
地
誌
的
国
家
的
仕
切
り
の
破
壊
。
比
較
史

は
社
会
的
諸
事
実
を
閉
じ
込
め
て
お
こ
う
と
す
る

最
早
古
く
さ
く
な
っ
た
地
誌
的
国
家
的
仕
切
り
を

破
壊
す
べ
き
だ
と
教
え
て
く
れ
る
。

　
最
終
節
で
M
・
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
比
較
研
究
を
「
総

合
」
に
、
個
別
研
究
を
「
分
析
」
に
な
ぞ
ら
え
、

「
分
析
は
始
め
か
ら
総
合
を
視
野
に
入
れ
、
か
つ
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総
合
に
役
立
つ
よ
う
に
配
慮
せ
ね
ば
総
合
に
は
役

立
た
な
い
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
総
合
の
た
め

に
は
、
文
献
情
報
の
相
互
交
流
シ
ス
テ
ム
を
確
立

す
る
事
、
国
に
よ
る
用
語
の
不
対
応
を
克
服
す
る

事
が
必
要
だ
と
訴
え
て
論
を
結
ぶ
。

　
後
半
部
、
訳
者
に
よ
る
「
解
説
」
に
お
い
て
は
、

ω
方
法
論
的
観
点
か
ら
み
た
フ
ラ
ン
ス
史
学
史
に

お
け
る
M
・
ブ
ロ
ッ
ク
の
位
置
づ
け
と
、
②
比
較

の
方
法
、
特
に
そ
の
論
理
的
性
格
に
つ
い
て
詳
し

く
論
じ
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
の
総
て
に
触
れ
る
事

は
で
き
な
い
の
で
、
一
つ
だ
け
感
想
を
述
べ
て
お

く
。　

M
・
ブ
ロ
ッ
ク
は
「
比
較
」
を
単
に
有
用
な
技

術
的
道
具
と
し
て
だ
け
主
張
し
た
の
か
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
彼
が
「
比
較
研
究
」
を
、
「
分
析
」
と

し
て
の
「
個
別
研
究
」
に
対
す
る
「
総
合
」
と
捉

え
て
い
た
事
か
ら
言
っ
て
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う

だ
。
M
・
ブ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
真
の
歴
史
学
と

は
、
素
朴
実
証
主
義
に
基
づ
く
事
件
史
で
は
な
く
、

社
会
の
構
造
を
解
明
し
、
社
会
の
諸
事
象
問
に
説

明
的
連
関
を
確
立
で
き
る
と
い
う
意
味
で
科
学
的

な
歴
史
学
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
私
が
考
え
て
い
る

比
較
史
は
実
践
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
く
、
認

識
を
志
向
す
る
完
全
に
科
学
的
な
学
問
で
あ
る
」

と
述
べ
、
手
始
め
と
し
て
「
我
々
は
概
説
書
の
著

者
達
に
、
そ
の
計
画
に
お
い
て
、
提
起
す
る
問
題

設
定
に
お
い
て
、
使
用
す
る
用
語
に
お
い
て
も
他

の
国
で
行
な
わ
れ
て
い
る
研
究
が
提
供
す
る
情
報

に
、
充
分
注
意
を
払
う
事
を
お
願
い
し
た
い
。
（
中

略
）
そ
う
す
れ
ば
、
相
互
の
積
極
的
意
思
に
よ
っ

て
共
通
の
学
問
上
の
言
葉
一
こ
れ
は
語
の
高
度

な
意
味
に
お
い
て
で
あ
り
、
記
号
の
集
合
と
分
類

の
体
系
を
私
は
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
だ
が
一

が
し
だ
い
に
形
成
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
」
（
本

訳
書
五
六
頁
、
傍
点
紹
介
者
）
と
予
想
し
て
い
る
。

　
こ
の
言
葉
に
注
目
す
る
時
、
M
・
ブ
惚
ッ
ク
の

比
較
史
は
、
単
に
第
一
次
大
戦
中
戦
争
目
的
に
従

属
し
つ
つ
展
開
さ
れ
た
「
人
種
理
論
」
「
国
民
史
」

の
枠
を
打
ち
破
る
と
い
う
課
題
に
応
え
る
に
止
ま

ら
ず
、
共
通
概
念
に
基
づ
く
精
緻
な
体
系
を
備
え
（

諸
事
二
間
に
説
明
的
連
関
を
確
立
し
う
る
「
科
学

的
歴
史
学
」
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
を
強
く
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
四
六
判
　
　
二
九
頁
　
一
九
七
八
年
十
二
月

　
　
　
創
文
挫
歴
史
学
叢
書
　
一
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
芝
井
敬
司
　
京
都
火
学
大
学
院
4
、
…
）

会
　
　
告

　
回
る
五
月
二
四
日
（
木
）
、
楽
友
会
館
に
お
い

て
昭
和
五
四
年
度
春
季
定
例
理
事
会
・
評
議
員

会
が
開
催
さ
れ
、
つ
ぎ
の
案
件
が
い
ず
れ
も
異

議
な
く
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
　
「
史
林
」
編
集
報
告

二
、
昭
和
五
三
年
度
決
算
報
告
お
よ
び
昭
和

　
五
四
年
度
予
算
案

三
、
役
員
交
代

　
　
常
務
理
事
萩
原
淳
平
・
服
部
春
彦
氏
の

任
期
満
了
に
伴
い
、
藤
縄
謙
三
氏
を
常
務

　
理
事
（
編
集
担
当
）
に
、
小
野
山
節
茂
を

　
同
（
会
計
撮
当
）
に
選
任
。

以
　
上

　
な
お
、
退
任
さ
れ
た
前
常
務
理
事
萩
原
淳
平

氏
は
理
事
に
、
同
服
部
春
彦
氏
は
評
議
員
に
、

り
て
れ
そ
れ
復
帰
さ
れ
ま
し
た
。史

学
研
究
会
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